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挑戦がつくる明日

TRY ON
CSR Report 2018 
後世に残す自然とまち
CSRレポート2018

CSRレポートタイトル“TRY ON”に込めた想い

日々の細かな業務の改善から、新規事業のような大きな挑戦まで。
「生命と自然の調和」をテーマに掲げてチャレンジを重ねる、小柳建設の姿勢・意志を表しています。



世界をめぐる小柳建設

新潟から全国、そして海外へと事業を広げていく小柳建設。
様々な先進技術を取り入れて、環境と社会への貢献を実現していく。

CO
LU

M
N

　
機
材
やHoloLens

（
ホ
ロ
レ
ン
ズ
）の
導
入
と　

　
併
せ
、
海
外
進
出
の
土
台
を
作
る

　
小
柳
建
設
は
海
外
の
国
々
か
ら
建
設
に
関
す

る
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い
る
。
ひ
と
つ
は

浚
渫（
し
ゅ
ん
せ
つ
）に
使
用
す
る
機
材
の
導
入
。

河
川
の
土
砂
や
汚
泥
を
す
く
い
取
り
、
周
辺
環

境
の
改
善
に
寄
与
す
る
浚
渫
は
他
国
で
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
。
専
門
工
事
部
部
長
の
井
出

光
は
自
社
の
技
術
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
渡
航
。

イ
タ
リ
ア
か
ら
は
砂
利
や
汚
泥
な
ど
沈
殿
物
を

吸
い
上
げ
る
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
と
高
密
度
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
を
使
っ
た
パ
イ
プ
を
、
中
国
か
ら
は
水

上
で
使
用
す
る
フ
ロ
ー
タ
ー
を
、
そ
し
て
マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
は
日
本
で
は
珍
し
い
水
陸
両
用
の
泥

上
掘
削
機
を
そ
れ
ぞ
れ
購
入
し
た
。

　
社
長
で
あ
る
小
柳
卓
蔵
も
海
外
に
足
を
運
ぶ
。

ア
メ
リ
カ
に
本
社
を
置
く
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と

交
渉
を
重
ね
た
の
ち
、
2
0
1
7
年
4
月
に
協

業
を
発
表
。「HoloLens

（
ホ
ロ
レ
ン
ズ
）」
と

い
う
技
術
を
活
用
し
、
現
実
世
界
と
仮
想
世
界

を
組
み
合
わ
せ
た
「
複
合
現
実
」
を
用
い
て
業

務
全
般
の
質
を
向
上
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「Holostruction

（
ホ
ロ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）」

を
立
ち
上
げ
た
。

　
ま
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、

自
社
の
技
術
を
海
外
で
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

も
積
極
的
だ
。
同
年
3
月
に
は
ベ
ト
ナ
ム
の
首

都
ハ
ノ
イ
へ
と
渡
り
、
現
地
の
政
府
や
企
業
を

対
象
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
。
成
長
著
し
く

水
が
豊
富
な
同
国
で
、
培
っ
て
き
た
浚
渫
技
術

を
活
か
す
べ
く
構
想
を
練
っ
て
い
る
。

　
海
外
で
の
学
び
を
活
か
し
て
事
業
を
展
開
。

　
よ
り
広
範
囲
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

　
「
私
た
ち
は
海
外
か
ら
機
材
を
取
り
入
れ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
機
材
と
自
社
の
技
術

を
掛
け
合
わ
せ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
増
や
す
こ
と

で
日
本
全
国
に
浚
渫
技
術
を
広
め
て
い
き
た
い
。

我
が
社
の
技
術
を
通
じ
て
日
本
、
さ
ら
に
は
世

界
の
水
が
綺
麗
に
な
り
、
自
然
環
境
の
改
善
や

社
会
の
発
展
に
貢
献
が
で
き
る
の
な
ら
ば
、
そ

れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
井

出
。
2
0
1
6
年
の
「
小
柳
建
設
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
会
」
発
足
と
同
時
期
に
普
及
活
動
を
開

始
。
全
国
の
建
設
会
社
と
協
業
し
、
指
導
を
し

た
り
、
国
内
外
で
調
達
し
た
機
材
を
貸
し
出
し

た
り
す
る
こ
と
で
そ
の
技
術
を
広
げ
て
い
る
。

  

ま
たHolostruction

に
関
し
て
も
、
役
職
や

所
属
を
問
わ
ず
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
り
、
2
0
1
9
年
の
実
用
化
を
目
処
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
。
発
注
者
や
設
計
者
、
ま

た
施
工
者
と
い
っ
た
関
係
者
間
で
の
情
報
共
有

や
周
辺
住
民
へ
の
工
事
説
明
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
幅
広
い
活
用
を
想

定
し
て
い
る
。

  

優
れ
た
知
識
や
技
術
を
取
り
入
れ
て
施
策
を
実

行
し
て
い
く
小
柳
建
設
。「
人
類
・
社
会
の
進
化
・

発
展
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
理
念
を
胸
に
、
こ

れ
か
ら
も
挑
戦
を
続
け
て
い
く
。

Niigata, JAPAN
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カッコよく、
働きやすい建設業を目指して。

小柳建設流「働き方改革」
様々な要因が後押しし、建設業への期待と需要が
高まっている。しかしその一方で、働き手不足など
多くの課題が業界を取り巻いているのも実情だ。小
柳建設はこの状況を改善すべく、先進技術を活用し
た現場改革を実施。よりカッコ良く、働きやすい建
設業を目指してまい進する。

B e t t e r  C o n s t r u c t i o n  t h r o u g h  I T

設
業
界
を
取
り
巻
く
課
題
。

変
革
が
急
務
に

　
建
設
業
界
で
は
現
在
、
様
々
な
課
題
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
働

き
手
不
足
。
少
子
化
に
加
え
、
業
界
が
持
つ

「
3K
（
き
つ
い
・
汚
い
・
危
険
）」「
古
く
て

今
ど
き
じ
ゃ
な
い
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が

先
行
し
て
若
手
人
材
の
確
保
が
難
し
い
状
況

に
あ
る
の
だ
。
し
か
し
一
方
で
、
東
北
と
九

州
の
震
災
に
代
表
さ
れ
る
災
害
復
興
事
業
、

ま
た
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
な
ど
が
あ
り
、

建
設
に
対
す
る
需
要
が
増
加
。
活
躍
の
場
は

大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

　
社
長
の
小
柳
卓
蔵
は
以
前
か
ら
働
き
手
不

足
の
状
況
を
問
題
視
し
て
い
た
。「
現
場
の

社
員
は
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
。
よ
り

働
き
や
す
い
環
境
を
創
る
と
同
時
に
、
建
設

業
を
若
者
が
憧
れ
る
魅
力
的
な
業
界
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
」。
こ
の
よ
う
な
思
い
か
ら

現
場
の
改
革
に
着
手
す
る
。

日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
協
業
。

先
進
技
術
を
導
入
し
、
現
場
改
革
を
推
進

　
解
決
の
ヒ
ン
ト
は
IT
業
界
に
あ
っ
た
。
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
提
供
す
る
「HoloLens

（
ホ
ロ
レ
ン
ズ
）」
の
活
用
だ
。

　

HoloLens

と
はW

indows 10

を
搭
載

し
た
世
界
初
の
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
こ
と
。
現
実
の
世
界
に
仮
想

世
界
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
を
重
ね

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
複
合
現
実(

ミ
ッ
ク
ス

ド
リ
ア
リ
テ
ィ)

を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
任
意
の
三
次

元
像
を
そ
の
場
に
映
し
出
せ
る
た
め
、
こ
の

技
術
を
建
設
業
に
応
用
す
れ
ば
、
場
所
を
問

わ
ず
事
前
に
完
成
後
の
構
造
物
や
状
況
を
自

身
の
目
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
たHoloLens

は
音
声
通
話
や
動
画
、

表
計
算
な
ど
様
々
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

同
時
に
使
用
で
き
る
た
め
、
複
数
人
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
や
共
同
作
業
を
行
え
る
の
も

特
徴
の
ひ
と
つ
。
さ
ら
に
は
業
務
の
透
明
性

を
確
保
で
き
る
仕
組
み
や
、
関
連
す
る
す
べ

て
の
情
報
を
瞬
時
に
呼
び
出
す
こ
と
の
で
き

る
機
能
を
新
た
に
開
発
す
る
こ
と
で
、
信
頼

性
の
向
上
や
運
用
面
で
の
効
率
化
を
目
指
し

て
い
る
。

　
「HoloLens

を
用
い
、
三
次
元
デ
ー
タ

を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
現
場
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き
く
変
わ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
完
成
イ
メ
ー
ジ
を
直
感
的

に
理
解
で
き
る
た
め
、
近
隣
住
民
へ
の
工
事

説
明
な
ど
に
も
使
用
で
き
る
。
建
設
業
に
お

け
る
働
き
方
そ
の
も
の
を
変
え
る
取
り
組
み

に
な
る
の
で
は
」
と
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「Holostruction

（
ホ
ロ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）」

を
推
進
す
る
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
土
木

事
業
部
部
長
の
中
靜
真
吾
は
話
す
。
業
界
初

の
取
り
組
み
の
た
め
、
解
決
す
べ
き
課
題
は

数
多
く
あ
る
が
、
2
0
1
9
年
頃
の
実
用
化

を
目
標
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

国
が
I
C
T
活
用
を
推
進
。

よ
り
カ
ッ
コ
良
く
、
働
き
や
す
い
建
設
業
界
へ

　
ま
た
国
土
交
通
省
も「
I
C
T（
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン・ア
ン
ド・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）」
と
呼
ば
れ
る
、
情

報
処
理
や
通
信
に
お
け
る
先
進
技
術
の
活
用

に
積
極
的
だ
。
2
0
1
6
年
4
月
よ
り
調

査
や
測
量
、設
計
、施
工
、維
持
管
理
と
い
っ

た
全
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
I
C
T
活
用
を

進
め
る
取
り
組
み
「i-Construction

（
ア

イ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）」
を
開
始
。
生

産
性
向
上
と
魅
力
あ
る
建
設
現
場
の
創
造
を

目
指
し
て
変
革
を
推
進
し
て
い
る
。

　
「HoloLens

を
現
場
に
導
入
す
る
こ
と

で
、
人
の
意
識
や
こ
れ
ま
で
の
仕
組
み
、
ま

た
今
ま
で
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
を
す
べ

て
変
え
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て

社
員
の
働
き
方
も
よ
り
カ
ッ
コ
良
く
、
さ
ら

に
効
率
的
な
も
の
に
し
て
い
け
る
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
小
柳
は
語
る
。
課
題
と
正
面
か

ら
向
き
合
い
、
魅
力
あ
る
建
設
業
を
創
り
だ

し
て
い
く
小
柳
建
設
。
そ
の
挑
戦
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

土木事業部　部長　中靜真吾
ー
「工事現場においてコミュニケーションはとても大
切。作業員間で認識に食い違いがあれば事故
が生じてしまう可能性もありますから。より安全か
つ効率的な工事現場の創造をHolostruction
で実現できると確信しています」

協業発表の記者会見。
日本マイクロソフト代表取締役社長の平野拓也氏
と小柳卓蔵
（2017年 4月20日　日本マイクロソフトにて）

■Holostruction の紹介動画（QRコード）
「Microsoft HoloLens を活用した Holostruction」（左）
「Microsoft HoloLens による建設業界新ビジョン」（右）

建

オンライン会議の様子。遠隔地の人物が立体
的な人物像として登場するため、リアリティのあ
る会議が可能となる

HoloLensを使用している様子。レンズに映し出
されている映像や画像、図表などは指先で操作
が可能
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01
ト
ロ
ー
ル
し
て
余
剰
材
を
出
さ
な
い
、
不
要

に
な
っ
た
資
材
は
早
期
に
撤
去
す
る
と
い
っ

た
対
応
を
重
ね
て
い
る
。

協
力
業
者
と
力
を
合
わ
せ
、

誰
も
が
満
足
の
い
く
建
物
を
造
り
た
い

　
ま
た
第
6
チ
ー
ム
は
協
力
会
社
と
旧
知
の

仲
。
関
係
を
活
か
し
、
う
ま
く
連
携
す
る
こ

と
で
計
画
を
円
滑
に
進
め
て
い
る
の
も
本
工

事
の
特
徴
だ
。「
不
明
点
は
協
力
会
社
に
教

え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
質
の
高
い
建
物

を
造
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
岡
崎

は
話
す
。
信
頼
と
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
の
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
。
発
注
者
、
周
辺
住
民
、
そ

し
て
こ
こ
で
暮
ら
す
人
々
み
ん
な
が
満
足
の

い
く
建
物
を
造
る
た
め
に
、
今
日
も
工
事
を

進
め
て
い
く
。

B
CA

E

DH
I

J
K

F

G

住
宅
街
特
有
の
事
情
が
制
約
を
生
む

　
相
模
鉄
道
本
線
平
沼
橋
駅
か
ら
歩
い
て
5

分
ほ
ど
の
住
宅
街
。
そ
こ
に
位
置
す
る
「
ク

リ
オ
横
濱
浅
間
町
」
の
工
事
を
担
う
の
が

建
築
工
事
部
第
6
チ
ー
ム（
東
京
支
店
）
だ
。

こ
の
地
域
は
住
宅
の
密
集
地
ゆ
え
に
、
様
々

な
苦
労
が
伴
う
。
例
え
ば
騒
音
や
振
動
の
問

題
。
一
軒
家
が
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
徹
底

し
た
注
意
が
必
要
だ
。
ま
た
資
材
置
き
場
の

確
保
も
悩
み
の
ひ
と
つ
。
敷
地
面
積
の
関
係

で
余
剰
材
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
が
と
れ
な
い
と

い
う
問
題
も
発
生
し
て
い
る
。

現
場
に
応
じ
た
工
夫
を
徹
底
。

周
辺
住
民
へ
の
配
慮
を
促
す

　
「
住
宅
街
の
工
事
に
は
多
く
の
制
約
が
伴

い
ま
す
。
大
変
な
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、発
注
者
は
私
た
ち
に
期
待
し
て
い
る
。

神
奈
川
県
外
に
本
社
を
置
く
私
た
ち
に
発
注

を
い
た
だ
け
る
の
は
信
頼
関
係
が
あ
る
か
ら

こ
そ
。
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
抜
か
り
な

い
作
業
を
行
っ
て
い
か
な
く
て
は
」
と
現
場

代
理
人
の
岡
崎
公
平
は
話
す
。

　

そ
の
た
め
住
民
へ
の
配
慮
は
欠
か
せ
な

い
。
挨
拶
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
工
事
内
容

の
周
知
も
徹
底
。
定
期
的
に
工
程
表
を
配
布

し
、
説
明
を
行
う
こ
と
で
理
解
を
深
め
て
い

る
。
加
え
て
資
材
の
運
び
込
み
に
つ
い
て
も

現
場
に
応
じ
た
工
夫
が
。
量
を
的
確
に
コ
ン

現場代理人　岡崎公平
ー
「竣工後の定期点検は本来デベロッパーの仕事
なのですが、私は必ず自分自身でも行っていま
す。自分の手で造った建物だから、責任を持っ
て住民と向き合っていきたいんです」

奈川県横浜市内における地上 7 階建てのマ
ンション建設。住宅街の工事ゆえにいくつ

もの困難が伴うが、その一つひとつを乗り越えて期
待を形にしていく。

神

P.12 吉田川河川災害復旧工事（その2）04「暴れ川」から暮らしを守り、
人と自然の共存を目指す
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P.7 クリオ横濱浅間町新築工事01 困難を糧につくりあげる、
都市生活とまち

PICK UP PROJECT

P.10 大島地区河道掘削工事03 河川幅を広げ、
生命と財産を守れ

PICK UP PROJECT

1 階から7 階まで順番に、丁寧にフロアを造りあげていく
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※ 2017年度開始の工事より抜粋

A 吉田高校小体育館他改修・補強建築工事 新潟県燕市 新潟県

B （仮称）加茂・田上病児保育園建築工事 新潟県加茂市 加茂市・田上町消防衛生保育組合

C ポレスターステーションシティ燕三条新築工事 新潟県燕市 株式会社マリモ

D （仮称）ダイレックス燕店新築工事 新潟県燕市 大和ハウス工業株式会社　新潟支社

E オープンレジデンシア日本橋馬喰町新築工事 東京都中央区 株式会社オープンハウス・デベロップメント

F 柏崎八坂中継ポンプ場建設工事その２ 新潟県柏崎市 日本下水道事業団

G GEO東幸町弐番館新築工事 新潟県新潟市 日生不動産販売株式会社

その他プロジェクトの一部（建築）

その他プロジェクトの一部（土木）

H 一級河川下条川広域河川改修一級堤防嵩上げその5工事 新潟県加茂市 新潟県三条地域振興局

 I 柳迫地区ため池放射性物質対策工 福島県南相馬市 関場建設株式会社

J 毛長川河床掘削工事（その15） 埼玉県草加市 東京都財務局

K 目黒川しゅんせつ工事 東京都品川区 東京都建設局第一建設事務所

プロジェクト 施工場所 発注者

プロジェクト 施工場所 発注者

協力会社との連携がありマンションは完成する

困難を糧に
つくりあげる、
都市生活とまち

工事名：クリオ横濱浅間町新築工事
発注者：明和地所株式会社
工　期：平成 29年 2月20日～平成 30年 4月25日

社会をつくるプロジェクト
様々な内容、規模の工事を進行する小柳建設。
そのすべてが暮らしをより快適に、そして自然と
の共存を実現させるための取り組みだ。あらゆる
場所でその知見、技術、ノウハウを活かすことで、
ひとつ先の社会を創造していく。

P.8 奥胎内ダム管理棟建築工事02 ダム運用の心臓部。
誰もが避けた難案件に挑む

PICK UP PROJECT

PICK UP PROJECT

7 6



に
つ
な
が
る
と
思
い
、工
事
を
引
き
受
け
た
。

予
想
外
の
問
題
が
頻
発
す
る
な
か
、

環
境
と
安
全
に
配
慮
し
た
工
事
を
遂
行

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
工
事
は
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
多
く

の
困
難
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
現
場
で
は
、

ダ
ム
本
体
の
建
設
が
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い

る
た
め
移
動
が
不
自
由
に
。
ま
た
携
帯
電
話

の
電
波
が
届
か
ず
、
交
通
と
通
信
に
関
し
て

は
工
期
全
般
を
通
じ
て
綿
密
な
調
整
と
工
夫

が
必
要
な
事
態
に
直
面
し
た
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。工
事
開
始
直
前
に
、

ク
マ
タ
カ
や
イ
ヌ
ワ
シ
と
い
っ
た
絶
滅
危
惧

種
で
あ
る
猛
禽
類
の
抱
卵
す
る
姿
を
確
認
。

生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
1
ヶ

月
半
ほ
ど
開
始
を
遅
ら
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。

  

さ
ら
に
は
工
事
開
始
後
に
も
問
題
が
。
8

月
の
大
雨
の
影
響
で
山
間
の
県
道
が
崩
落
。

道
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
、
1
ヶ
月
程
度
の

中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

す
べ
て
は
住
民
の
生
活
の
た
め
に
。

困
難
を
乗
り
越
え
て
工
事
を
完
遂
す
る

　
「
遅
延
に
加
え
て
、
秋
か
ら
春
に
か
け
て

は
積
雪
の
た
め
作
業
が
で
き
な
い
。
し
か

し
工
期
は
決
ま
っ
て
い
る
し
、
2
0
1
8
年

9
月
に
は
ダ
ム
の
機
能
性
の
確
認
試
験
が
あ

る
。
そ
れ
ま
で
に
は
絶
対
に
終
わ
ら
せ
な
け

れ
ば
」
と
河
合
は
言
う
。

　
そ
の
言
葉
の
通
り
、
何
が
あ
っ
て
も
工
事

を
諦
め
る
こ
と
は
な
い
。「
初
め
て
現
場
に

来
た
と
き
は
『
こ
ん
な
場
所
で
作
業
を
す
る

の
か
』
と
度
肝
を
抜
か
れ
た
。
本
当
に
や
れ

る
の
か
と
不
安
も
あ
っ
た
が
、
日
を
追
う
ご

と
に
責
任
感
が
で
て
き
ま
し
た
し
、
必
ず
で

き
る
と
自
分
が
信
じ
な
け
れ
ば
何
も
進
ま
な

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
工
事

主
任
の
横
山
和
哉
。
協
力
会
社
と
綿
密
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
安
全
対

策
を
徹
底
。
ま
た
携
帯
電
話
の
代
わ
り
に
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
で
作
業
効

率
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
河
合
は
「
山
中
で
の
作
業
は
不
便
が
多
い

上
に
、
自
然
環
境
を
他
現
場
以
上
に
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
側
面
も
あ
る
。
し
か
し
や

る
と
決
め
た
の
は
私
た
ち
で
す
か
ら
。
ど
ん

な
条
件
で
あ
っ
て
も
最
後
ま
で
安
全
に
完
遂

す
る
と
い
う
現
場
代
理
人
の
使
命
に
、
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
微
笑
み
な
が
ら
話

す
。

  

奥
胎
内
ダ
ム
は
住
民
の
安
全
を
守
る
だ
け

で
な
く
、
生
活
用
水
の
確
保
や
発
電
施
設
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
に
な
い

環
境
の
な
か
、
会
社
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
生

命
と
自
然
の
調
和
」
を
心
に
、
新
た
な
挑
戦

を
形
に
し
て
い
く
。

ダム本体と管理棟。安全と環境保全を最優先に工事が進められていくダム管理棟は山の斜面に造られていく

潟県を流れる胎内川。その上流の奥胎内ダム
建設計画において、管理棟建築を担うのが建

築工事部第１チームだ。本工事は山間の作業ゆえに多
くの問題が発生。洪水による被害を起こさないために、
安全と環境への配慮を徹底して工事を進めていく。

新

工事主任　横山和哉
ー
「現場の安全を確かめながら、毎日の業務を確
実に終わらせることが目標。目の前のことを
ひとつずつ取り組んでいます」

現場代理人　監理技術者　河合正
ー
「ダム本体も含めると本工事には100人以上の
作業員が関わっています。そのため連携が必
須。車両の出入りひとつとっても2週間先の
予定を提出し、調整をしています」

工事名：奥胎内ダム管理棟建築工事
発注者：新潟県

工期：平成29年 3月24日～平成30年9月26日

PICK UP PROJECT  02

ダム運用の心臓部。
誰もが避けた難案件に挑む

「
自
分
た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
」。

こ
れ
ま
で
に
な
い
案
件
に
挑
む

　
奥
胎
内
ダ
ム
建
設
は
新
潟
県
た
っ
て
の
要

望
で
あ
っ
た
。
工
事
に
至
っ
た
き
っ
か
け
は

1
9
6
7
年
の
羽
越
水
害
。
8
月
の
豪
雨

に
よ
り
新
潟
県
下
越
地
方
か
ら
山
形
県
西
部

に
か
け
て
河
川
が
氾
濫
。
気
象
庁
の
記
録
に

よ
る
と
4
日
間
で
最
大
総
雨
量
7
4
8
㎜

を
記
録
し
、死
者
83
名
、行
方
不
明
者
55
名
、

重
軽
傷
者
1
5
5
人
と
い
う
被
害
と
な
っ

た
。本
災
害
に
よ
り
治
水
計
画
が
見
直
さ
れ
、

新
潟
県
は
ダ
ム
の
二
段
構
え
に
よ
る
対
策
を

立
案
。
1
9
7
7
年
に
胎
内
川
ダ
ム
が
完

成
し
、
2
0
0
2
年
か
ら
奥
胎
内
ダ
ム
建

設
が
開
始
さ
れ
た
。

　
ま
た
同
時
に
ダ
ム
管
理
棟
に
関
し
て
も
建

築
計
画
が
ス
タ
ー
ト
。
し
か
し
入
札
者
が
お

ら
ず
、
三
度
に
渡
り
不
調
（
入
札
不
成
立
）

に
な
っ
た
と
い
う
。「
本
案
件
は
山
中
の
工

事
。
様
々
な
制
約
や
難
し
い
条
件
が
並
ぶ
た

め
、
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
会
社
が

い
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
現
場

代
理
人
を
務
め
る
河
合
正
は
振
り
返
る
。

　
だ
が
、
そ
の
話
を
聞
い
た
会
長
の
小
柳
直

太
郎
は
こ
う
考
え
た
。「
誰
も
や
ら
な
く
て

困
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
う
ち
が
や
る
べ
き
で

は
」。
こ
の
よ
う
な
条
件
下
で
の
建
築
は
記

憶
に
な
い
と
河
合
は
話
す
が
、
あ
え
て
難
し

い
案
件
に
取
り
組
む
こ
と
が
社
会
へ
の
貢
献

02

工事中のダムの先に管理棟の現場がある
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械
と
は
情
報
通
信
技
術
の
活
用
を
目
的
と
し

た
専
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
搭
載
す
る
建
設

機
械
の
こ
と
。
掘
削
を
自
動
制
御
で
行
う
た

め
無
駄
や
ミ
ス
が
少
な
く
、
生
産
性
と
安
全

性
の
両
方
の
向
上
を
見
込
む
こ
と
が
で
き

る
。か
ね
て
か
ら
小
柳
建
設
で
は
浚
渫（
し
ゅ

ん
せ
つ
）
に
お
い
て
、
情
報
化
施
工
を
実
施

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
I
C
T
建
設
機

械
に
関
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
導
入
を
実
現
。

工
事
を
よ
り
安
全
に
進
め
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
が
こ
こ
で
作
業
を
で
き
る
の
も
、

地
元
の
み
な
さ
ま
の
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
。

安
全
第
一
を
徹
底
し
、
工
事
を
完
成
さ
せ
る

こ
と
に
尽
力
し
た
い
」
と
梅
川
は
話
す
。
豪

雨
に
よ
る
水
害
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
た
め

に
、
安
全
と
効
率
の
両
方
を
追
求
し
な
が
ら

計
画
を
推
進
し
て
い
く
。

竣工後の信濃川。河川幅が広がり、流れる水の水位が低下した

河川幅を広げ、
生命と財産を守れ

辺地域に甚大な影響を及ぼした新潟・福島
豪雨。洪水が発生し、住宅、道路、農地

などが大きな被害にあった。このような水害を二度と
起こさないために河川拡幅計画がスタート。住民の
生活と財産、そして命を守る工事に着手する。

周

現場代理人　監理技術者　梅川大輔
ー
「この現場では土砂を積んだ30台のダンプトラック
が、60キロ先の目的地に向かって一日3往復します。
車両を送り出す時は心から安全を祈っていますね」

工事名：大島地区河道掘削工事
発注者：国土交通省北陸地方整備局　信濃川下流河川事務所
工　期：平成 29 年 2月9日～平成 29 年 12月26日
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協力会社と力を合わせ、工事は進められる

記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
堤
防
が
決
壊
。

水
害
が
発
生
す
る

　
2
0
1
1
年
7
月
27
日
か
ら
30
日
に
か

け
て
新
潟
県
中
越
地
方
、
下
越
地
方
、
ま
た

福
島
県
会
津
地
方
を
水
害
が
襲
っ
た
。
の
ち

に
「
平
成
23
年
7
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
と

命
名
さ
れ
る
記
録
的
な
雨
の
影
響
で
あ
る
。

気
象
庁
の
発
表
に
よ
る
と
こ
の
4
日
間
の
降

水
量
だ
け
で
、
平
年
の
7
月
降
水
量
の
2
倍

以
上
を
観
測
し
た
と
い
う
。

  

こ
の
豪
雨
は
河
川
の
氾
濫
を
引
き
起
こ
し

た
。
新
潟
県
、
福
島
県
の
各
地
で
は
堤
防
が

決
壊
。
住
宅
の
浸
水
や
農
地
の
冠
水
が
発
生

し
た
ほ
か
、
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
、
ま
た

停
電
、
断
水
が
発
生
。
交
通
機
関
に
も
大
き

な
影
響
が
生
じ
、
死
者
や
行
方
不
明
者
も
発

生
す
る
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
。
国
と
県
は

信
濃
川
水
系
の
対
策
を
強
化
。
再
発
防
止
を

目
論
み
、
施
策
を
推
進
す
る
。

住
民
の
生
活
や
財
産
、

そ
し
て
命
を
守
る
工
事

　
土
木
工
事
部
第
2
チ
ー
ム
が
行
う
の
は
河

川
幅
の
拡
幅
だ
。
信
濃
川
流
域
が
増
水
す
る

と
堤
防
決
壊
の
可
能
性
は
増
す
。
そ
の
よ
う

な
事
態
を
未
然
に
防
ぐ
べ
く
、
本
工
事
で
は

河
道
の
土
砂
を
掘
削
。
水
が
流
れ
る
面
積
を

広
げ
る
こ
と
で
水
位
を
引
き
下
げ
て
い
く
。

こ
の
工
事
が
完
了
す
れ
ば
、
仮
に
新
潟
・
福

島
豪
雨
と
同
程
度
の
水
量
が
流
れ
た
と
し
て

も
、
水
位
が
40
㎝
程
度
低
下
す
る
試
算
に
な

る
。

　

 

「
工
事
現
場
の
周
囲
は
果
樹
園
、
ま
た
畑

や
住
宅
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
以
前
の
よ

う
な
雨
が
降
れ
ば
同
様
の
被
害
が
生
じ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
本
工
事
を
行
う
こ
と
で

水
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
地
域

住
民
の
生
活
や
財
産
だ
け
で
な
く
、
命
を
守

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
現
場
代
理

人
の
梅
川
大
輔
は
話
す
。

安
全
第一の
み
な
ら
ず
、

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
徹
底

　
だ
が
本
工
事
の
最
中
に
も
雨
に
よ
る
問
題

が
生
じ
た
。
梅
雨
時
の
7
月
に
は
退
避
基
準

を
超
え
る
水
位
上
昇
を
確
認
し
、
仮
設
物
は

す
べ
て
撤
去
。
三
度
の
中
断
に
追
い
込
ま
れ

た
。
し
か
し
安
全
第
一
で
作
業
を
行
う
作
業

者
に
と
っ
て
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
。「
事
故

に
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
」と
話
す
梅
川
は
、

水
害
に
限
ら
ず
安
全
へ
の
配
慮
を
徹
底
し
て

い
る
。

  

最
も
気
を
つ
け
る
の
は
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

の
運
行
管
理
だ
。
掘
削
し
た
土
砂
を
運
び
出

す
際
に
は
農
道
や
通
学
路
を
通
る
が
、
騒
音

や
粉
塵
の
発
生
に
気
を
つ
け
る
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
他
車
両
と
の
接
触
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
注
意
を
徹
底
。
付
近
の
小
学

校
の
登
下
校
時
に
は
運
搬
を
中
断
す
る
な
ど

の
工
夫
も
重
ね
て
い
る
。

　
ま
た
地
元
に
住
む
方
々
へ
の
気
遣
い
、
配

慮
も
心
が
け
て
い
る
。
工
事
開
始
前
に
は
地

元
説
明
会
を
開
催
。
定
期
的
に
回
覧
板
を
発

行
す
る
こ
と
で
概
要
と
進
捗
を
伝
え
て
い

る
。
さ
ら
に
は
普
段
か
ら
農
作
業
中
の
方
々

に
「
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
せ
ん
か
」

「
何
か
あ
れ
ば
言
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」と
い
っ

た
声
か
け
も
率
先
し
て
実
施
。
日
々
の
細
か

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が

ら
作
業
を
進
め
て
い
る
。

I
C
T
建
設
機
械
の
活
用
で

新
た
な
作
業
体
制
を
確
立

　

ま
た
小
柳
建
設
と
し
て
は
初
め
て
、

I
C
T
建
設
機
械
を
導
入
し
て
い
る
点
も

本
工
事
の
特
徴
だ
ろ
う
。
I
C
T
建
設
機

2台の掘削機で土を掘り起こし、30台のダンプトラックで順番に運び出す

左側の黄色い掘削機がICT建設機械

03

着手前の信濃川
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う
。「
地
元
説
明
会
や
普
段
の
ふ
れ
あ
い
の

な
か
で
、
こ
こ
に
住
む
方
々
の
人
柄
の
良
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
工
事
に
も
協
力
的
で
す

の
で
、
私
た
ち
も
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す

よ
」。
地
域
住
民
の
支
え
が
あ
る
か
ら
工
事

を
前
向
き
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

田
中
た
ち
も
住
民
の
方
々
に
で
き
る
限
り
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
、日
常
的
に「
何
か
あ
っ

た
ら
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
対
応
を
し

ま
す
の
で
」
と
笑
顔
で
声
を
か
け
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
。

何
よ
り
も
大
切
な
の
は
安
全
第
一
。

今
日
も
無
事
故
を
貫
く

　
注
意
喚
起
も
日
々
怠
ら
な
い
。
朝
礼
で
の

伝
達
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
現
場
で
少
し
で

も
気
に
な
る
点
が
あ
れ
ば
写
真
に
収
め
て
改

善
を
促
し
て
い
る
。「
と
に
か
く『
安
全
第
一
』

の
意
識
で
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
工
事
が

完
了
し
て
も
ケ
ガ
人
が
出
て
し
ま
っ
た
ら
、

誰
も
喜
び
ま
せ
ん
。
事
故
を
起
こ
さ
ず
地
元

の
方
々
に
感
謝
さ
れ
る
も
の
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
が
一
番
で
す
よ
ね
」
と
田
中
は
話
す
。

  

本
工
事
の
後
に
は
、
河
川
幅
の
拡
幅
工
事

が
予
定
さ
れ
る
本
現
場
。
本
当
の
復
旧
は
ま

だ
先
に
あ
る
た
め
、
気
を
緩
め
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
自
然
、
そ
し
て
人
々
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
、
今
日
も
歩
を
進
め
る
。

「暴れ川」から暮らしを守り、
人と自然の共存を目指す

15 年に起こった関東・東北豪雨は宮城県
に甚大な被害をもたらした。早期の復旧を

実現すべく土木工事部第 5チームは出水期の工事
にも着手。地域住民とのふれあいを大切にしながら
工事を完了させていく。

20

し
ま
う
。「
工
事
開
始
前
の
地
元
説
明
会
で

は
『
早
く
復
旧
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
住
民

の
要
望
を
伺
い
ま
し
た
。
現
在
、
こ
こ
に
住

む
方
々
は
水
害
に
対
し
て
不
安
を
抱
き
な
が

ら
生
活
し
て
い
る
。
我
々
は
そ
の
思
い
を
真

摯
に
受
け
と
め
、
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
出
水
期
に
も

継
続
的
に
工
事
を
行
え
る
よ
う
、
手
配
を
い

た
し
ま
し
た
」
と
田
中
は
振
り
返
る
。

　
田
中
は
出
水
期
内
の
工
事
の
了
承
を
得
る

べ
く
発
注
者
と
協
議
を
重
ね
る
。
安
全
対
策

を
徹
底
し
綿
密
な
計
画
を
立
て
た
の
ち
に
宮

城
県
に
提
案
。承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
住
民
の
協
力
的
な
姿
勢
が
力
の
源
に

　

だ
が
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

�
�
�
�
年
8
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
宮

城
県
に
接
近
し
た
台
風
の
影
響
で
河
川
の
水

位
が
上
昇
。
三
度
も
現
場
が
水
没
し
、
仮
設

材
の
一
部
が
損
傷
を
受
け
て
し
ま
っ
た
の

だ
。「
前
日
ま
で
通
常
通
り
の
水
位
だ
っ
た

の
に
、翌
日
に
は
急
激
に
高
く
な
っ
た
。『
暴

れ
川
』
の
名
の
通
り
で
す
。
し
か
し
こ
の
よ

う
な
事
態
は
河
川
工
事
の
宿
命
。
あ
ら
ゆ
る

事
情
を
想
定
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
」
と
田
中
。

  

し
か
し
そ
の
一
方
、
地
元
住
民
が
と
て
も

協
力
的
な
た
め
工
事
そ
の
も
の
に
関
し
て
は

取
り
組
み
や
す
さ
を
感
じ
て
い
る
の
だ
と
い

監理技術者　田中隆広（写真右）
ー
「（後ろにある）このコンクリートの塊は護岸
として設置するもの。工事自体は河道を掘っ
て塊を積む単純な作業ですが、安全に進める
ためには気が抜けません」

現場代理人　宮島紘太（写真左）
ー
「吉田川は蛇行していて狭いため川幅の確保
が必須。施工場所も限られているため、資材
の搬入場所、時間、経路を施工業者、資材業
者と日々調整を行い、スムーズに現場が進む
ようにしています」

工事名：吉田川河川災害復旧工事（その2）
発注者：宮城県仙台土木事務所

工期：平成 29年 2月14日～平成30 年 3月23日

PICK UP PROJECT  04

被災した家屋付近の護岸が復旧されていく

04 地
元
で
有
名
な
暴
れ
川
。

2
0
1
5
年
に
は
大
規
模
な
水
害
が
発
生

　
宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
に
あ
る
吉
田
川
は

洪
水
が
多
く
、
江
戸
時
代
か
ら
「
暴
れ
川
」

と
し
て
有
名
だ
。
普
段
は
カ
ワ
セ
ミ
や
ゲ
ン

ジ
ホ
タ
ル
な
ど
が
見
ら
れ
る
自
然
豊
か
な
川

と
し
て
有
名
だ
が
、
天
候
に
よ
っ
て
は
そ
の

姿
を
大
き
く
変
え
る
。
事
実
、
近
年
に
な
っ

て
水
害
が
発
生
。「
平
成
27
年
9
月
関
東
・

東
北
豪
雨
」
と
呼
ば
れ
る
豪
雨
が
大
規
模
な

水
害
を
引
き
起
こ
し
た
。

「
早
期
に
復
旧
し
て
ほ
し
い
」。

住
民
の
思
い
を
受
け
と
め
る

　
こ
の
吉
田
川
の
氾
濫
に
よ
り
水
害
を
防
ぐ

た
め
に
造
ら
れ
た
護
岸
が
損
傷
。
土
木
工
事

部
第
5
チ
ー
ム
は
こ
の
復
旧
と
一
部
新
設
の

た
め
に
工
事
を
開
始
す
る
。「
平
時
は
問
題

が
な
く
と
も
以
前
の
よ
う
な
雨
が
降
れ
ば
、

周
辺
の
農
地
や
住
宅
は
さ
ら
に
大
き
な
被
害

を
被
る
可
能
性
が
あ
る
。
早
期
の
対
応
を
行

わ
な
け
れ
ば
」
と
本
工
事
の
監
理
技
術
者
で

あ
る
田
中
隆
広
は
話
す
。

  

だ
が
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
あ
る
問
題

が
生
じ
て
い
た
。
原
則
と
し
て
、
川
が
増
水

し
や
す
い
6
月
〜
10
月
の
出
水
期
に
河
川
内

工
事
を
行
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の

だ
。
し
か
し
護
岸
の
な
い
状
況
で
は
、
大
雨

が
降
れ
ば
再
び
住
民
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
て

護岸が「壁」となり、水害を防ぐ積まれていく大型ブロック

普段は水位が低く、流れも安定している吉田川。すぐ近くには住宅と農地があり生活が営まれている
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新
た
な
課
題
が
生
ま
れ
、

求
め
ら
れ
る
役
割
が
変
化
し
て
い
る

ー
現
在
の
建
設
業
界
が
向
き
合
う
べ

き
問
題
は
な
ん
で
す
か
。

　

人
材
の
獲
得
と
自
然
環
境
の
変
化
へ

の
対
応
で
す
。
前
者
は
全
業
界
共
通
の

悩
み
で
す
が
、
特
に
建
設
業
は
若
手
の

人
材
に
乏
し
い
。
た
く
さ
ん
の
人
が
魅

力
を
感
じ
、
率
先
し
て
「
働
き
た
い
」

と
思
え
る
よ
う
な
業
界
や
企
業
を
創
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
近
年
で
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
豪

雪
、
巨
大
台
風
の
発
生
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
凄
ま
じ
い
勢
い
で
自
然

環
境
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
影
響
で
構
造
物
の
倒
壊
と
い
っ
た

事
故
も
生
じ
て
い
る
。
社
会
や
自
然
環

決
め
手
は
小
柳
社
長
の
人
柄
。
就
職
の
説
明
会
で

語
る
夢
や
理
念
に
共
感
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
考
え
を
公
言
し
て
実
行
す
る
姿
勢
に
も
強
く

惹
か
れ
ま
し
た
。

ー
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
挑
戦
」
で
す
。
各
々
の

職
務
に
お
い
て
、
ど
ん
な
挑
戦
が
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
か
。

須
戸
：
平
成
11
年
に
新
設
さ
れ
た
環
境
保
全
事
業

部
で
部
長
を
任
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
本
事
業
部
は

土
砂
や
汚
泥
を
取
り
除
く
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）

を
行
う
部
署
。
当
時
は
ま
だ
経
験
に
乏
し
い
た
め
、

機
械
の
扱
い
方
さ
え
わ
か
ら
ず
試
行
錯
誤
の
連
続

で
し
た
。
大
変
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
小
柳

建
設
に
は
「
人
が
汚
し
た
自
然
は
人
が
綺
麗
に
す

る
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
諦
め
ず
に
取
り
組
む

う
ち
に
人
と
実
績
が
増
え
、
今
で
は
当
社
を
支
え

る
事
業
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

川
﨑
：
私
も
か
つ
て
環
境
保
全
事
業
部
に
所
属
し

て
お
り
、全
国
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
工
事
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
ね
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
毎
回
挑

戦
。
現
地
の
業
者
と
ゼ
ロ
か
ら
関
係
を
育
み
、
完

成
に
向
け
て
尽
力
す
る
。
そ
の
連
続
で
す
。

須
戸
：
ど
ん
な
場
所
で
も
み
ん
な
嫌
な
顔
ひ
と
つ

せ
ず
行
っ
て
く
れ
た
ね
。
最
初
は
「
遠
い
な
」
な

ん
て
言
っ
て
い
て
も
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を
し

て
、
完
成
し
た
ら
お
客

様
に
喜
ば
れ
て
帰
っ
て

く
る
。「
ど
こ
に
で
も

行
く
ぞ
」
と
い
う
空
気

が
部
署
内
に
満
ち
て
い

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

個
々
人
の
挑
戦
が
、
会

社
の
歴
史
を
創
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

青
木
：
私
は
ま
だ
社
歴
が
浅
い
の
で
、
日
々
の
仕

事
す
べ
て
が
挑
戦
で
す
。
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

培
っ
て
き
た
浚
渫
の
技
術
を
活
か
す
べ
く
現
地
を

訪
問
、
プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま
し
た
。
若
い
う
ち
か
ら

こ
の
よ
う
な
仕
事
に
関
わ
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　
「
挑
戦
の
風
土
」
を
よ
り
根
付
か
せ
て
い
き
た
い

ー
現
在
も
小
柳
建
設
は
様
々
な
こ
と
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
数
々
の
挑

戦
を
行
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

須
戸
：
答
え
に
な
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

そ
う
い
う
風
土
の
会
社
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
昔

か
ら
「
社
会
の
た
め
に
な
る
な
ら
、
や
っ
て
み
る
」

と
い
う
考
え
方
。
建
築
部
門
で
は
本
州
初
の
ロ
ー

コ
ス
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
あ
る
の
で
は
。

川
﨑
：
特
に
最
近
で
は
そ
の
よ
う
な
文
化
が
社
内

に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。
以
前
か
ら
基
礎
と

な
る
社
是
が
あ
っ
て
、
現
在
の
小
柳
社
長
が
理
念
、

ま
た
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
と
し
て
言
葉
に
さ
れ
た
。
考

　

個
々
人
の
挑
戦
が
会
社
の
歴
史
を
創
っ
て
い
る

ー
そ
れ
ぞ
れ
の
入
社
背
景
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

須
戸
：
土
木
に
興
味
が
あ
り
入
社
し
ま
し
た
。
長

男
の
た
め
、
地
元
の
新
潟
で
働
き
た
か
っ
た
の
も

理
由
の
ひ
と
つ
。
当
時
の
社
員
数
は
60
名
ほ
ど
で

し
た
。

川
﨑
：大
学
教
授
に
就
職
相
談
を
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
日
本
大
学
で
土
木
を
学
ん
で
い
た
の

で
す
が
、
小
柳
会
長
も
同
じ
日
大
の
卒
業
生
。
教

授
と
会
長
に
つ
な
が
り
が
あ
り
、
紹
介
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

青
木
：
私
も
地
元
が
新
潟
の
た
め
入
社
し
ま
し
た
。

境
の
変
化
と
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
て
い
く

の
か
。
そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
な
る

で
し
ょ
う
。

ー
建
設
業
界
は
こ
れ
ら
の
課
題
と
、
ど

の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
け
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

時
代
と
と
も
に
建
設
業
の
役
割
は
変
化

し
て
い
ま
す
。
以
前
ま
で
は
建
物
を
建
て

た
り
橋
を
掛
け
た
り
、
何
も
な
い
と
こ
ろ

に
構
造
物
を
造
る
の
が
主
な
仕
事
で
し

た
。
戦
後
間
も
無
く
か
ら
高
度
経
済
成
長

期
、
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
国
土
を

開
発
し
て
人
間
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う

尽
力
す
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
役
割
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
は
そ
れ
だ
け
で
は
い
け

な
い
。
か
つ
て
造
ら
れ
た
構
造
物
の
経
年

え
方
が
浸
透
し
、
組
織
全
体
の
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

ー
今
後
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ

と
や
挑
戦
し
た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

須
戸
：
私
は
平
成
29
年
6
月
か
ら
役
員
に
な
り
ま

し
た
。
多
く
の
従
業
員
を
前
に
し
て
専
務
取
締
役

と
し
て
ど
う
振
る
舞
う
べ
き
か
、
学
び
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
青
木
君
と
同
様
、
毎
日
が
挑

戦
の
連
続
で
す
よ
。

川
﨑
：私
はHolostruction

（
ホ
ロ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
）で
す
。可
能
性
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
分
野
で
す
が
、

実
用
化
ま
で
に
解
決
す
べ
き
課
題
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
が
私
の
挑
戦
で

す
し
、
使
命
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

青
木
：
私
は
広
報
も
担
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
挑

戦
の
風
土
を
よ
り
根
付
か
せ
る
よ
う
な
施
策
を
行

な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
社
内
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
活
性
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
理
念
や
考
え
を
よ
り
浸
透
さ

せ
る
こ
と
で
、
組
織
が
一
枚
岩
に
な
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

Special Interview

劣
化
、
ま
た
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
自
然
環

境
の
変
化
に
よ
る
災
害
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
な
か
っ
た
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
従
来

の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ
ず
新
た
な
こ
と
に

挑
戦
し
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
気
概

が
重
要
で
す
。
特
に
自
然
災
害
の
克
服
は

あ
ら
ゆ
る
国
が
抱
え
る
課
題
。
最
新
の
技

術
を
取
り
入
れ
て
よ
り
良
い
工
法
を
生
み

出
し
た
り
効
率
化
を
推
し
進
め
た
り
す
る

こ
と
で
、
国
内
の
課
題
解
決
は
も
と
よ
り
、

世
界
の
国
々
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
こ

と
も
不
可
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

挑
戦
を
重
ね
て
、

建
設
業
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い

ー
変
化
が
生
じ
る
な
か
で
、
小
柳
建
設

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

　

非
常
に
良
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
港

湾
や
河
川
な
ど
の
土
砂
や
汚
泥
を
す
く
い

取
る
浚
渫（
し
ゅ
ん
せ
つ
）。
技
術
を
磨
き
、

青木悠
‒

平成28年入社。現在、土木
管理部土木管理課に所属
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‒

昭和59年入社。平成29 年
より専務取締役に就任
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‒

平成12年入社。現在、土木
営業部土木積算課に所属
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須戸が受けた辞令の数々

独
自
の
工
法
を
生
み
出
す
こ
と
で
環
境
の

改
善
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
現
在
で
は
、
他
企
業
と
の
協
業

を
通
し
て
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
国
に
展
開

し
て
い
る
。
小
柳
建
設
は
「
生
命
と
自
然

の
調
和
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

ま
さ
に
こ
れ
を
体
現
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

加
え
て
海
外
に
も
赴
き
、
自
分
た
ち
の

技
術
を
広
め
た
り
、H

oloLens

（
ホ
ロ

レ
ン
ズ
）
と
い
っ
た
先
進
技
術
を
取
り
入

れ
た
り
し
て
い
る
の
も
良
い
傾
向
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
は
部
門
別
採
算
制
の
導
入
も

変
革
の
ひ
と
つ
。
現
場
の
改
革
だ
け
で
な

く
、
経
営
人
材
の
創
出
に
も
積
極
的
で
す
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
続
け
る
姿
勢
が
、
明
日
の
建
設
業
に
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ー
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
小
柳
建
設
に
期

待
す
る
こ
と
、
ま
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

挑
戦
を
重
ね
て
、

発
展
を
遂
げ
て
ほ
し
い

　
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
企
業
は
ど
の
よ
う
な
未
来
を
描
き
、
歩
を
進
め
て
い
く
べ
き

な
の
か
。
か
つ
て
京
セ
ラ
株
式
会
社
で
代
表
取
締
役
副
会
長
、
株

式
会
社
日
本
航
空
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
副
社
長
を
歴
任
し
、
現

在
は
小
柳
建
設
株
式
会
社
顧
問
を
務
め
る
森
田
直
行
氏
に
特
別
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。
建
設
会
社
の
使
命
と
、
小
柳
建
設
に
期
待
す

る
こ
と
に
関
し
て
話
を
聞
い
た
。

　

建
設
業
は
、
様
々
な
変
化
に
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
を
向
か
え

て
い
ま
す
。
事
業
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、

予
期
し
て
い
な
か
っ
た
問
題
や
困
難
に
直

面
す
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し

ど
ん
な
変
化
に
も
恐
れ
ず
向
き
合
い
、
挑

戦
を
重
ね
、
チ
ャ
ン
ス
を
成
果
に
つ
な
げ

る
こ
と
で
、
素
晴
ら
し
い
発
展
を
遂
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

  

こ
れ
ま
で
も
小
柳
建
設
は
試
行
錯
誤
を
重

ね
る
こ
と
で
独
自
の
成
果
を
生
み
出
し
て

き
ま
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
様
々
な
挑
戦
を
し
て
い
る
企
業
は

あ
ま
り
な
い
。
今
後
も
積
極
的
な
取
り
組

み
を
通
し
て
、
よ
り
良
い
組
織
や
新
た
な

技
術
を
生
み
出
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
そ
の
結
果
、
仕
事
が
一
層
魅
力
的
に

な
り
、
人
も
た
く
さ
ん
集
ま
る
よ
う
に
な

る
。
ひ
い
て
は
建
設
業
界
全
体
の
進
化
に

も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
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1967 年に京都セラミック株式会社（現 京セラ）
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ち、2015 年に「株式会社ＮＴＭＣ」を創業。経
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世代を超えて文化は受け継がれていく

　

小
柳
建
設
の
歴
史
は
「
挑
戦
」
の
歴
史
。
今
回
、チ
ャ

レ
ン
ジ
を
重
ね
て
成
長
を
続
け
る
同
社
の
強
さ
の
秘
密

を
探
る
べ
く
、
3
名
の
社
員
に
よ
る
座
談
会
を
開
催
し

た
。
組
織
を
形
作
る
「
挑
戦
の
D
N
A
」
を
紐
解
い
て

い
く
。

社
会
の
た
め
に
な
る
な
ら

や
っ
て
み
る
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